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なに かの 話から、 神 田の 柳 原の 噂が 出た ときに、 老 

人 はこう 語った。 

「やなぎ 原の 堤が 切りく ずされ たの は 明治 七、 八 年の 

頃 だと 思います。 今でも 柳 原 河岸の 名 は 残って いて、 

神 田 川の 岸に は 型ば かりの 柳が 植えて あるよう です が、 

江戸時代に は 筋 違 橋から 浅 草 橋までお よそ 十 町の あい 

だに 高い 堤が 続いて いて、 それに は 大きい 柳が 植え 付 

けて ありまし たから、 春 さきの 眺め は なかなか よかつ 

たもので す。 柳 原の 柳はなくなる、 向島の 桜 はだんだ 



に 出向いて 来た 以上、 どうで も 宵から 夜な かまで ここ 

らに 見張って いなければ ならない ので、 二人 は 堤の 下 

を 根よ く往 きつ 戻りつ して、 かの 女の あらわれて 来る 

の を 今か今かと 待ち うけていた。 

宵 を 過ぎる と、 柳 原の 通りに も 往来の 人影 はだんだ 

ん 薄くな つた。 例の 夜鷹の 群れ も 妖怪のう わさに 恐れ 

て、 この頃 は 和 泉 橋よりも 東の 堤 寄りに 巣 を 換えて し 

まった ので、 二人 はから かってい る 相手 もなかった。 

喜 平 ほどの 熱心 家で もない 銀 蔵 はすこし 退屈して 来た 

ところへ、 五ッ (午後 八 時) を 過ぎる 頃から 細かい 雨 

が ほろほろと 落ちて 来た。 



「あ、 降って 来た。 こり や あいけ ねえ」 と、 銀 蔵 は 空 

を あおいだ。 

この 企て は 今夜に 限った ことで もない。 近所の こと 

であるから、 あしたの 晚 また 出直そう ではない かと、 

かれは 丁度 幸いの ように 云い 出した。 

「なに、 たいした こと も あるまい。 折角 出かけて 来た 

もんだ から、 もう 少し 我慢して みょう じゃあな いか。 

強く 降って 来たら、 龃け 出して 帰る 分の こと だ」 

喜 平 は 強情に 主張す るので、 銀 蔵 は 渋々 ながら 附き 

合って いると、 雨 はさの み 強く 降らないで、 やがて 

おおいち よ. つ 

大 銀杏の こずえに 月が ぼんやりと 顔 を 出した。 



はじめた 堤の 柳が 夜風に 乱れな びいて いるの も、 素 袷 

の ふたり を 肌寒く させた。 五ッ (午後 八 時) を 過ぎ、 

四ッ (午後 十 時) を 過ぎても、 今夜 は そこに 何の 不思 

議も 見いだ さない ので、 かれら は 少し 退屈して 来た。 

「どうだい、 いっそ 山の なかへ 這 入って みょう か」 と、 

茂 八 は 云い 出した。 

「はいろう か」 

ふた リは 思い切って、 この 暗い 夜の 清水 山へ 踏み込 

むこと になった。 もとよ リ 深い 山で はない が、 前に も 

云った ような 事情で 久しく 鎌 を 入れた ことがない ので、 

ここに は 灌木 や 秋草が 一 面に 生い茂って、 闇の 底から 



てみ たら 多寡が 三、 四 間、 おそらく 五 間と は あるめえ _ 

高さ だって 知れた もので 足 長 島の 人間なら ば 一 とまた 

ぎと いう くらいだ。 そんなと ころに 鬼が 棲む か、 蛇が 

棲む か、 大抵 はわ かり 切って いる わけ だが、 昔から 忌 

な 噂の あると ころ だけに、 世間の 騒ぎ は 大きい の だろ 

はいふき 

う。 尤も 江戸と いうと ころ は 油断 は 出来ね え。 灰 吹か 

らも 大蛇が 出る からな」 

「ごもっともで ございます」 と、 半 七 も 笑った。 「まつ 

たく 油断 は 出来ません。 では、 早速に 調べ あげてまい 

リます 」 

半 七 は 家へ 帰って、 すぐ 子分の 幸 次 郎と善 八 を 呼ん 



う 問題が 新ら しく 湧き出して 来る と、 やはり 一 応は念 
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入りに 調べて みなければ ならない ので、 半 七 は 筋 違 か 

ら和泉 橋の 方 を さして 堤 づたいに ぶらぶら たど つ て ゆ 

くと、 長い 堤の 果てから 果てまで が 二百 何十 本と かい 

う 一 列の 柳 は、 このごろの 霜 や 風に その 葉 を ふるい 尽 

くして、 骨ば かりに 痩せた 姿 を さびしく 晒して いた。 

からす 

清水 山に 近い 大きい 本に は、 一羽の 烏が 寒そう に 鳴 

いている の を、 半 七 は 立ち どまって 見 あげた。 

金 太夫 も 云う 通リ、 山と いうの は 名ば かりで、 足の 

長い ものなら ば またぎ 越えられる ぐらいの 小さい 高地 

で、 全体の 地坪から 見ても 三 四十 坪 を 過ぎまい と 思わ 



ベて 行った そうだから、 同じ 口 を 幾度 も 利かせね え。 

そこで、 わたしの 訊きた いのは、 番頭さん の 話 じゃあ、 

ここの 家に 小僧が ふたり 居る そうだが、 なんというん 

で ，t9 え」 

「利 助に 藤 次郎と 申します」 と、 喜 平 は 答えた。 「御用 

なら 呼んで まいりましょう か」 

「まあ、 待って くれ。 その 利 助に 藤 次郎は 幾つ だね」 

「ど つ ち も 同い年で 十六で ございます」 

「どっちが おとなし いね」 

「藤 次郎の 方が 素直 でお となし ゆう ございます。 利 助 

の 奴 はいた ずら 者で、 この 夏に も 一旦 暇 を 出された の 



小僧に 頼んで 丸太 を 倒させた。 それでも 喜 平が 強情に 

行く と 云う ので、 今度 は 長屋に 急病人が 出来た などと 

いい加減な 噓を ついて 逃げて しまった …… 。 やい、 勝 

次郎。 まだ おれに しゃべらせる のか。 世話を焼かせる 

にも 程が ある ぞ」 

「恐れ入りました」 と、 勝 次 郎は声 を ふるわせた。 「親 

分の おっしゃる こと は 一 々図星で ございます 〔# 「ご 

ざいます」 は 底本で は 「ごさいます 匕。 しかし 親分、 わた 

くし は 清水 山の 一 件に 係り合いが あるに は 相違 ありま 

せんが、 決して 悪い こと をした 覚え はない ので ござい 

ます。 まあ、 お聞きく ださい。 ことしの 七月の 末で ご 



ざいました。 日が 暮れても なかなか 残暑が 強いので、 

涼みながら 鼻唄で 柳 原の 堤 下 を 通りました。 もうかれ 

これ 五ッ半 (午後 九 時) 頃でした ろう。 ふいと 見る と、 

うす 暗い なかに 白地の 浴衣 を 着て いるら しい 女が ぼん 

やりと 突っ立って いるんで す。 しけ を 食った 夜鷹 だろ 

うと 思って、 からかい 半分に そばへ 寄って、 何 か 冗談 

を 云い かける と、 その 女 はいき なりわた くしの 腕 をつ 

かまえて、 堤の 上へ 引っ張って 行く。 こっち も 若い も 

ん ですから、 いよいよ 面白くな つて 付いて行きました。 

ところが、 相手 は 夜鷹 どころ か、 別れる 時に、 向う か 

ら 一分の 金 を わたくしの 手に 握らせて くれました。 そ 



いられな いので、 かれは 近所の 女 師匠のと ころへ 遊び 

に 行って、 四ッ (午後 十 時) を 合図に 帰って くると、 

家の まえに はかの 女が 幽霊の ように 立って いた。 勝 次 

郎は ひとり 者で、 表の戸 をし めて 出た ので、 女 は その 

軒下に たたずんで 彼の 帰る の を 待ち うけてい たので あ 

る。 それ をみ て、 勝 次 郎は又 おどろかされた。 こうい 

うこと になる と 知っていたら、 迂濶に 自分の 居 どころ 

を 明かす ので はな か つ たと 今 さら 侮んでも 追つ 付かな 

いので、 彼 は よん どころ なく その 化け物 を 内へ 連れ込 

むこと になった が、 女 は 内へ はいらずに 帰った。 

女 は 帰る ときに 堅く 念 を 押して、 もし 約束 を 違えて 



「よし、 わかった。 これで 今日は 帰して やる。 御用が 

あって 又なん どき 呼び出す かも 知れね えから、 仕事場 

おお- P 

の 出さき を 大屋へ 一 々ことわって 行け」 と、 半 七 は 云つ 

た。 

「かしこまりました」 

「それから お前に 云って おくが、 まあ 当分 は 夜 あるき 

うち 

をし ねえが いい ぜ。 なるたけ 自分の 家に おとなし くし 

ていろ」 と、 半 七 はまた 注意した。 

委細 承知し ましたと 云って、 勝 次郎は 早々 に 立ち 

去った。 

「親分、 どうです」 と、 善 八 はかれの 姿 を 見送りな が 



「まあ、 それ はもう 少し 考えて みょう」 

幸 次郎が 着物 を 着かえ て 出て ゆく と、 半 七 もす ぐに 

朝飯 を 食って 出た。 そうして、 きのうの 通りに 清水 山 

の 下 を ひとまわりして、 それから 山 卯の 店へ 立ち寄る 

と、 ちょうど 店 さきに 立 つ ていた 喜 平が あわただしく 

K けて 来た。 

「親分さん。 大工の 勝 次郎が ゆうべから 帰らない そう 

です」 

「勝 次郎が …… 。 ゆうべから …… 」 

「そうです。 ゆうべ も 町内の 師匠のと ころへ 行って、 

四ッ (午後 十 時) 頃まで 呶 鳴って 帰った そうです が、 



ちゃ つ て は 置かれね え」 

半 七 はとり あえず 竜 閑 町の 裏長屋へ 行って、 家主 立 

ち 会いで 勝 次 郎の家 を 調べる と、 表の 錠 はおろ した ま 

まであった。 その 錠 を こじ あけて はいって みると、 狭 

い 家の なか は 別に 取り散らした 様子 もみえなかった。 

夜逃げ を するならば 何 か 持ち出し そうな ものである。 

どこへ か 泊まりに 行ったならば、 往来に 煙草入れ や 草 

履かた 足 を 落して ゆく の もお かしい。 更に 清 元の 師匠 

の 家へ 行って きくと、 勝 次郎は ゆうべ 酔って いなかつ 

たという ことが 判った。 こうなる と 不審 は 重々 である _ 

半 七 は 更に 勝 次郎の 親方の 大 五郎と いう 棟梁 をたず ね 



て、 よそながら 主人の むすめの 警 固に 来て いるら しい _ 

甚 五郎の 床店へ 髪 を 束ねに 来たと いう 二人連れの 男が 

確かに それ だ。 こう 煎じつ めて 来る と、 ゆうべ 勝次郎 

を 引つ かついで 行った 奴 も 大抵 わかる 害 だ。 お 早と 勝 

次郎の 逢いび き は 当人 同士の 勝手 だが、 世間 を 騒がす 

の はよ くねえ から、 一応 は 叱って 置かな けリゃ あなら 

ねえ。 殊に 雑司ケ 谷の 奴ら が 勝 次郎を さらって 行くな 

どと はよ くねえ こと だ。 科 人 を こしらえる ほどの 事で 

なくっても、 これ も 叱って 勝 次郎を 助けて やらな け 

り や ぁ可哀 そうだ」 

「じゃあ、 すぐに 繰り出しましょう か」 



「どう致しまして …… 」 と、 大 五郎 は 小声で 答えた。 

「けさ 暗い うちに、 こちらから 迎 いの 駕籠が まい リま 

したので、 何が なにやら 判らずに 参 つたの で) J ざ いま 

す」 

それにしても、 線香の 匂いが どこから か 流れて 来る 

のが 半 七の 気になった。 

「なんだか 忌な 句い がします ね」 

「それで ございます。 神 田の 親分さん、 どうぞ これ を 

御覧く ださい まし」 

藤左衛 門が 起って 次の間の 襖 を あける と、 そこに は 

血み どろに なった 若い 男と 女の 死骸が ならべ て 横たえ 



ない ので、 どうかして 自分た ち を おびやかした 獣の 正 

体 を 見 あらわして くれようと、 二人 は 相談の 上で また 

懲りず まに 清水 山 探検 を 試みた。 今度 は 獣 を 捕らえる 

えさ 

のが 目的で あるので、 かれら は 魚と 鼠 を 餌に して、 灌 

木と 枯れす すきの あいだへ 罠 を かけて おくと、 三日 目 

の 夜に 果たして 四 尺 あまりの 獣が その 罠に かかった。 

獣 は 鼬 によく 似た もので、 黄い ろい 毛と 長い 尾 を 持つ 

ていた。 おそらく は貂 であろうと 判断され たが、 それ 

ほどの 大きい 貂は 滅多に ある もので はない というので、 

所詮 は 得体の わからない 一 種の 怪獣と 見なされ てし 

まった。 そうして、 清水 山に g 異が あると いうの は、 
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